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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 17,336 23.5 3,133 100.1 3,392 92.7 2,464 101.5

2021年3月期第3四半期 14,035 △15.4 1,565 △16.6 1,761 △14.5 1,222 △26.1

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　3,140百万円 （27.5％） 2021年3月期第3四半期　　2,464百万円 （0.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 124.02 ―

2021年3月期第3四半期 60.99 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 49,781 41,827 84.0 2,109.24

2021年3月期 46,342 39,540 85.3 1,972.11

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 41,827百万円 2021年3月期 39,540百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00

2022年3月期 ― 15.00 ―

2022年3月期（予想） 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

投資者が通期業績を見通す際に有用と思われる情報

2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,690 10.4 3,340 39.8 3,550 36.4 2,540 37.8 128.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

注）2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の
金額となっております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 20,680,000 株 2021年3月期 20,680,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 849,396 株 2021年3月期 630,004 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 19,872,827 株 2021年3月期3Q 20,050,094 株

注）期末自己株式数には、「株式会社日本カストディ銀行（役員向け株式交付信託）」が保有する当社株式（2022年３月期第３四半期82,345株、2021年３月
期33,502株）が含まれております。また、「株式会社日本カストディ銀行（役員向け株式交付信託）」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算におい
て控除する自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】3ページ「1.経営成績等の概況（3）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況 

(1) 当四半期の経営成績の概況 

当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年12月31日）は、各国において新型コロナウイル

スのワクチン接種が進展し、感染者数が減少したこと等から経済活動が再開、海外経済の持ち直しがみ

られ、わが国経済も輸出及び生産活動が回復傾向となりました。しかしながら、足元では新たなコロナ

ウイルス変異株の感染拡大が懸念されるとともに、世界的な半導体不足の長期化や中国経済の減速懸念

等から景気の先行きについては依然として不透明な状況が続いております。  

このような状況のもと、当社グループは新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底するとともに、こ

うした環境下でも持続的な成長を図り、安定的な収益の確保・拡大のために、営業・研究開発・生産部

門の三位一体での取組強化によって、従前からの課題である新製品・新規用途開発品の早期の実績化を

目指すとともに、既存製品の販売・生産数量を確保・拡大することに取り組んでまいりました。また、

新規ユーザーの開拓にも力を注ぎ、リサイクル原料の活用・拡大によるコスト・経費の引き下げを徹底

するとともに、ＩＴを活用した業務の効率化や生産拠点及び生産工程の最適化等の生産性向上による価

格競争力の向上を図るといった低コスト体質の強化にも引き続き取り組んでまいりました。 

その結果、全般的な需要の回復傾向が継続したことに加え、薬品事業における非鉄金属相場の上昇基

調も継続したこと等により、当第３四半期連結累計期間の当社グループ全体の売上高は前年同四半期比

3,301百万円 23.5％増の17,336百万円、営業利益は前年同四半期比1,567百万円 100.1％増の3,133百万

円、経常利益は前年同四半期比1,631百万円 92.7％増の3,392百万円、親会社株主に帰属する四半期純

利益は前年同四半期比1,241百万円 101.5％増の2,464百万円となりました。  

なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日）等を第１四半期連結

会計期間の期首より適用しております。詳細につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」に記載しております。 

 

セグメント別の業績は、次のとおりとなります。 

[薬品事業] 

主力の薬品事業は、非鉄金属相場の上昇基調継続による売価アップを主因に、福島第一工場での二次

電池用正極材受託加工の安定供給の実現に加え、既存製商品に対する需要も回復傾向が継続し、販売数

量が増加したこと等により、売上高は前年同四半期比2,942百万円 25.7％増の14,378百万円となりまし

た。  

利益面でも、原材料や部材価格の高騰があったものの、受託加工を含む生産・販売数量が回復傾向に

あったこと、非鉄金属相場の上昇メリットに加え、タイ子会社の主力製品が引き続き好調で収益が堅調

に推移したことから、営業利益は前年同四半期比1,466百万円 111.1％増の2,785百万円となりました。  

なお、2020年 10月５日に適時開示いたしました埼玉工場における二次電池用正極材の受託加工増産

対応につきましては、ほぼ計画どおりに推移し、2022年１月から本格稼働となります。 

[建材事業] 

建材事業は、経済活動回復に伴い、新設住宅着工戸数の需要が持ち直したことから、引き続き主力の

住宅建材製品が堅調に推移し、売上高は前年同四半期比358百万円 13.8％増の2,957百万円、その増

収効果で営業利益も前年同四半期比170百万円 24.0％増の879百万円となりました。。 

 

(2) 当四半期の財政状態の概況 

当第３四半期連結累計期間における流動資産は、棚卸資産、売上債権が増加したことにより、前連結

会計年度末比2,480百万円増の29,289百万円となりました。一方の固定資産は、有形固定資産が、埼玉

工場二次電池用正極材の受託加工設備建設により前連結会計年度末比254百万円増の7,413百万円とな

り、投資その他の資産も保有株式の株価が上昇したことから前連結会計年度末比718百万円増の12,905

百万円となったことにより、前連結会計年度末比958百万円増の20,492百万円となりました。この結果、

総資産は前連結会計年度末比3,438百万円増の49,781百万円となりました。一方の流動負債は、仕入債
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務、短期借入金が増加したことにより、前連結会計年度末比811百万円増の5,855百万円となり、固定

負債もその他有価証券評価差額金増加に伴う繰延税金負債が増加したことにより前連結会計年度末比

340 百万円増の 2,098 百万円となったことから、負債合計では前連結会計年度末比 1,151 百万円増の

7,953百万円となりました。また、純資産は前連結会計年度末比2,286百万円増の41,827百万円となり、

その結果、自己資本比率は前連結会計年度末の85.3％から84.0％となりました。 

 

(3) 今後の見通し 

前述のように当第３四半期連結累計期間までの業績については好調に推移しておりますが、足元では

想定以上に新型コロナウイルス変異株の感染が拡大し、更には地政学的なリスクが各国の経済活動に影

響を及ぼす可能性も出てきたことにより、景気の先行きがより一層不透明となったため、2022年３月期

の連結業績予想につきましては、2021 年 11 月５日公表の予想を据え置いております。業績予想の修正

が必要である場合には、適時に開示してまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,169,731 16,110,120

受取手形及び売掛金 6,705,583 8,562,228

商品及び製品 1,269,942 1,619,083

仕掛品 825,133 1,274,081

原材料及び貯蔵品 1,794,988 1,669,166

その他 44,987 56,079

貸倒引当金 △1,460 △1,710

流動資産合計 26,808,906 29,289,050

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 1,988,792 2,205,997

その他（純額） 5,170,404 5,207,638

有形固定資産合計 7,159,196 7,413,636

無形固定資産 187,804 172,917

投資その他の資産

投資有価証券 8,541,394 9,712,729

繰延税金資産 5,166 1,243

その他 3,641,998 3,193,083

貸倒引当金 △1,570 △1,570

投資その他の資産合計 12,186,990 12,905,486

固定資産合計 19,533,991 20,492,040

資産合計 46,342,897 49,781,091

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,730,753 3,252,509

短期借入金 376,000 655,200

未払法人税等 539,355 553,377

賞与引当金 400,000 242,500

役員賞与引当金 30,000 30,000

その他 967,896 1,121,781

流動負債合計 5,044,006 5,855,368

固定負債

繰延税金負債 1,338,843 1,659,793

退職給付に係る負債 308,850 317,752

役員株式給付引当金 58,528 71,406

環境対策引当金 2,550 -

資産除去債務 600 600

その他 48,745 48,594

固定負債合計 1,758,117 2,098,147

負債合計 6,802,123 7,953,516
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,034,000 1,034,000

資本剰余金 1,059,147 1,059,147

利益剰余金 34,353,936 36,237,882

自己株式 △391,612 △665,007

株主資本合計 36,055,471 37,666,023

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,130,071 3,908,504

為替換算調整勘定 290,225 199,441

退職給付に係る調整累計額 65,005 53,606

その他の包括利益累計額合計 3,485,302 4,161,551

純資産合計 39,540,774 41,827,575

負債純資産合計 46,342,897 49,781,091
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 14,035,225 17,336,568

売上原価 10,528,824 11,976,585

売上総利益 3,506,401 5,359,982

販売費及び一般管理費 1,940,475 2,226,938

営業利益 1,565,925 3,133,044

営業外収益

受取利息 8,310 9,086

受取配当金 121,790 164,555

不動産賃貸料 54,346 54,514

為替差益 6,515 42,720

その他 44,549 27,383

営業外収益合計 235,511 298,260

営業外費用

支払利息 6,248 5,808

賃貸収入原価 30,026 25,841

その他 4,134 6,886

営業外費用合計 40,409 38,536

経常利益 1,761,027 3,392,768

特別利益

固定資産売却益 14 601

特別利益合計 14 601

特別損失

固定資産除却損 8,221 17,650

環境対策引当金繰入 10,828 -

特別損失合計 19,049 17,650

税金等調整前四半期純利益 1,741,991 3,375,719

法人税等 519,055 911,181

四半期純利益 1,222,936 2,464,537

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,222,936 2,464,537
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 1,222,936 2,464,537

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,387,363 778,432

為替換算調整勘定 △177,604 △90,784

退職給付に係る調整額 31,309 △11,398

その他の包括利益合計 1,241,067 676,249

四半期包括利益 2,464,004 3,140,786

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,464,004 3,140,786

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

  該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

   当社は、2021 年２月 25 日開催の取締役会決議に基づき、自己株式 222,500 株の取得を行っております。この結果、当

第３四半期連結累計期間において、自己株式が 277,713 千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が

665,007 千円となっております。 

 
（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第１

四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 これにより、一部の取引について、従来は、

総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、

純額で収益を認識する方法に変更しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に

定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認

識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を

適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約

条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。 

この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ1,176,698千円減

少しておりますが、利益剰余金の当期首残高には影響はありません。 

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱い

に従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第 10 号 2019 年７月４日）第 44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理） 

  （税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
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(セグメント情報等)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)２ 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高            
(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高

11,436,579 

－ 

2,598,646 

－ 

14,035,225 

－ 

－ 

－ 

14,035,225 

－ 

計 11,436,579 2,598,646 14,035,225 － 14,035,225 

セグメント利益 1,319,200 709,497 2,028,698 △462,772 1,565,925 

（注）1.セグメント利益の調整額△462,772 千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に係

る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)２ 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高            
(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高

14,378,934 

－ 

2,957,633 

－ 

17,336,568 

－ 

－ 

－ 

17,336,568 

－ 

計 14,378,934 2,957,633 17,336,568 － 17,336,568 

セグメント利益 2,785,396 879,514 3,664,911 △531,866 3,133,044 

（注）1.セグメント利益の調整額△531,866 千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に係

る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関 

する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「薬品事業」の売上高は 1,176,458 千円、「建

材事業」の売上高は 240 千円それぞれ減少しております。
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（収益認識関係） 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日） 

（単位：千円) 

 

報告セグメント 

薬品事業 建材事業 計 

主たる地域市場    

国内 11,994,775 2,957,633 14,952,408 

海外 2,384,159 － 2,384,159 

計 14,378,934 2,957,633 17,336,568 
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